
印
章
・
蒙
刻
や
印
学
の
研
究
は
、
歴
史
考
古
学
や
芸
術
の
対
象
と
し

て
だ
け
で
は
な
く
、
文
化
史
、
書
学
６
書
道
史
、
美
学
・
美
術
史
等
そ

の
稗
益
す
る
と
こ
ろ
は
甚
だ
大
き
い
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
に
お
け
る
印
学
の
研
究
、
中
で
も
印

章
や
蒙
刻
そ
し
て
印
人
や
印
譜
の
、
広
い
視
野
に
立
っ
た
体
系
的
な
研

究
は
、
ま
だ
十
分
な
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
日
本
の
印
章
や
蒙

刻
は
、
考
古
学
的
・
歴
史
学
的
な
史
的
考
察
と
と
も
に
、
様
式
面
や
、

形
象
面
つ
ま
り
文
字
文
化
形
象
面
か
ら
そ
の
特
質
が
研
究
さ
れ
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。

印
学
は
、
印
章
や
蒙
刻
を
対
象
と
し
て
、
こ
れ
を
史
的
Ｐ
科
学
的
に

研
究
す
る
学
問
で
あ
る
。
印
章
は
古
代
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
文
明
に
端
を
発

日
本
印
人
研
究

序 －
明

治
・

大
正

期
新

聞
資

料
に

お
け

る
山

田
寒

山
関

連
記

事
見

出
し

一
覧

稿
－

し
、
東
西
文
化
圏
に
伝
播
し
、
欧
亜
大
陸
の
ほ
ぼ
全
域
に
広
ま
っ
た
。

印
章
は
七
千
年
の
歴
史
を
有
し
て
お
り
、
他
の
文
化
や
芸
術
な
ど
の
諸

領
域
と
の
関
連
も
深
い
。

日
本
の
最
も
初
期
の
印
章
は
、
階
唐
時
代
印
制
の
影
響
の
も
と
所
成

さ
れ
た
。
時
代
が
下
る
に
従
い
、
そ
の
形
姿
・
印
風
に
別
趣
の
風
格
が

み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
一
七
世
紀
以
後
、
中
国
か
ら
黄
檗
禅
僧
が
わ

が
国
に
亡
命
し
蒙
刻
を
移
植
し
た
。
そ
の
後
文
字
の
学
問
の
隆
盛
と
相

俟
っ
て
多
く
の
印
人
が
活
躍
す
る
よ
う
に
な
る
。

さ
て
日
本
や
中
国
に
お
け
る
印
章
や
印
人
に
興
味
を
持
ち
、
そ
れ
へ

の
史
的
考
察
や
作
品
研
究
を
研
究
テ
ー
マ
に
据
え
論
考
を
発
表
し
て
き

た
。
私
が
研
究
の
緒
に
つ
い
た
昭
和
五
十
年
頃
は
、
ま
だ
築
刻
に
対
す

る
理
解
も
少
な
く
、
研
究
者
も
多
く
な
か
っ
た
。
た
だ
小
林
斗
童
へ
中

野
三
敏
、
水
田
紀
久
、
太
田
夢
庵
、
荻
野
三
七
彦
、
神
田
喜
一
郎
、
中

田
勇
次
郎
、
新
関
欽
哉
、
西
川
寧

三
村
竹
清
な
ど
の
諸
先
碩
に
よ
る

神
野
雄
二
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ご
業
績
は
、
示
唆
に
富
む
も
の
で
学
恩
を
蒙
っ
た
。

私
の
研
究
は
、
日
本
の
印
人
の
研
究
、
主
と
し
て
高
芙
蓉
二
七
二

二
’
一
七
八
四
）
研
究
並
び
に
彼
を
祖
と
す
る
芙
蓉
派
の
一
系
譜
と
目

さ
れ
る
、
源
惟
良
、
小
俣
獲
庵
、
福
井
端
隠
、
山
田
寒
山
、
山
田
正
平

等
の
伝
記
と
作
品
研
究
、
そ
し
て
印
学
の
継
承
と
そ
の
発
展
を
探
る
こ

と
を
課
題
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
わ
が
国
の
印
人
伝
に
お
け
る
唯
一
の

専
著
で
あ
る
中
井
敬
所
の
「
日
本
印
人
伝
』
を
さ
ま
ざ
ま
な
資
料
や
諸

文
献
よ
り
拾
遺
し
補
訂
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
本
稿
は
そ
の
一

翼
を
担
う
も
の
で
あ
る
。

日
本
の
蒙
刻
史
を
考
え
る
と
、
日
本
の
蒙
刻
の
祖
と
し
て
「
印
聖
」

と
称
さ
れ
る
高
芙
蓉
と
そ
の
一
派
の
業
績
に
突
き
当
た
る
。
芙
蓉
の
学

徳
は
門
弟
に
よ
り
継
承
し
発
展
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
本
稿
で
取
り
上
げ

る
山
田
寒
山
（
一
八
五
六
～
一
九
一
八
）
は
、
芙
蓉
の
系
譜
に
連
な
る

明
治
・
大
正
期
を
代
表
す
る
印
人
と
し
て
名
高
い
。
近
年
そ
の
名
が
頻

繁
に
喧
伝
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
清
朝
以
後
「
詩
・
書
・
画
」
三
絶

の
文
人
活
動
は
、
文
人
必
須
の
条
件
と
し
て
詩
・
書
・
画
に
蒙
刻
を
加

え
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
四
絶
と
し
て
そ
の
一
体
化
さ
れ
た
文
人
活
動
が

な
さ
れ
て
、
始
め
て
文
人
の
理
想
郷
に
到
達
で
き
る
。
つ
ま
り
一
つ
で

も
欠
け
る
と
、
文
人
と
し
て
の
教
養
は
成
り
立
た
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

寒
山
は
四
絶
に
加
え
陶
芸
を
善
く
し
た
。
実
に
多
芸
多
才
で
あ
っ
た
。

本
稿
は
、
山
田
家
に
蔵
す
る
明
治
β
大
正
期
の
山
田
寒
山
に
関
連
す

る
新
聞
記
事
の
切
抜
き
が
貼
付
さ
れ
た
フ
ァ
イ
ル
資
料
の
見
出
し
一
覧

を
作
成
し
、
資
料
の
検
討
を
す
る
と
と
も
に
、
寒
山
の
業
績
を
考
察
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

徳
富
蘇
峰
は
「
今
日
の
新
聞
は
明
日
の
歴
史
で
あ
る
」
ｓ
新
聞
を
ど

う
読
む
か
」
講
談
社
現
代
新
書
、
一
九
八
六
年
三
月
）
と
述
べ
て
い
る
。

ま
た
立
花
隆
は
「
新
聞
情
報
の
整
理
は
、
情
報
整
理
の
基
本
で
あ
る
。
」

（
『
「
知
」
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
』
講
談
社
現
代
新
書
、
一
九
八
四
年
三
月
）

と
述
べ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
新
聞
記
事
の
資
料
的
価
値
に
言
及
し
た
も

の
で
あ
る
。
筆
者
は
同
資
料
に
着
目
し
、
平
成
十
五
年
度
全
国
大
学
書

道
学
会
徳
島
大
会
に
お
い
て
、
同
資
料
を
紹
介
し
価
値
を
論
じ
た
。
資

料
の
重
要
性
を
認
識
し
て
の
事
で
あ
る
。
そ
の
際
、
仮
に
寒
山
の
新
聞

切
抜
き
フ
ァ
イ
ル
を
「
寒
山
新
聞
」
と
称
し
た
。
本
稿
で
は
、
「
明
治
・

大
正
期
山
田
寒
山
関
連
新
聞
資
料
」
と
改
め
た
い
。
同
新
聞
は
多
く
の

ル
ビ
が
付
さ
れ
て
お
り
有
難
い
。

寒
山
に
関
す
る
文
献
・
資
料
で
公
刊
さ
れ
た
も
の
は
む
し
ろ
少
な
く
、

山
田
家
の
収
蔵
品
が
大
部
分
で
あ
ろ
う
。
筆
者
は
三
十
数
年
に
わ
た
り

山
田
家
に
収
蔵
す
る
資
料
の
整
理
に
あ
た
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
き
た
。

今
後
も
更
に
基
礎
資
料
の
蒐
集
・
整
理
を
進
め
る
と
と
も
に
、
実
証
的

な
考
察
を
加
え
て
ゆ
き
た
い
。

山
田
寒
山
の
伝
記
は
ま
だ
編
ま
れ
て
い
な
い
。
筆
者
が
「
山
田
寒
山

二
山
田
寒
山
略
伝
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研
究
②
蒙
刻
に
つ
い
て
（
下
）
」
（
「
修
美
』
第
一
二
巻
通
第
四
二
号
、

修
美
社
、
一
九
九
三
年
四
月
）
に
お
い
て
、
年
譜
を
作
成
し
た
の
が
、

最
も
詳
細
な
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
寒
山
の
略
伝
を
記
述
し
て
お

き
た
い
。

山
田
寒
山
は
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
七
月
三
日
愛
知
県
愛
知
郡
長

久
手
村
で
出
生
し
た
。
名
は
潤
子
、
字
を
白
王
と
称
し
、
寒
山
、
菊
香

園
、
不
二
山
人
等
と
号
し
た
。
斎
号
は
芝
仙
堂
、
風
火
仙
窟
で
あ
る
。

禅
宗
永
平
寺
派
の
僧
侶
を
務
め
た
。
慶
応
四
年
（
一
八
六
六
、
一
三
歳
）

三
月
一
一
四
日
、
尾
張
国
丹
羽
郡
伝
法
寺
村
薬
師
寺
住
職
大
如
に
就
て
得

度
す
る
。
明
治
十
六
年
（
一
八
八
三
、
一
一
八
歳
）
、
三
重
県
熊
野
市
二
木

島
町
に
あ
る
最
明
寺
の
住
職
と
な
る
。
明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
、
二

六
歳
）
八
月
一
一
三
日
、
紀
伊
国
南
牟
婁
二
木
蔦
浦
最
明
寺
へ
首
先
住
職

と
な
る
。

明
治
一
九
年
最
明
寺
住
職
を
辞
し
大
阪
に
移
る
。
大
阪
に
約
一
○
年

留
ま
り
修
行
す
る
。
一
時
大
阪
の
寒
山
寺
に
留
ま
っ
た
が
、
「
寒
山
寺

裏
寒
山
子
」
の
遊
印
を
用
い
た
こ
と
か
ら
、
寒
山
と
号
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
明
治
二
八
年
東
京
に
移
り
、
芝
公
園
の
瓢
箪
池
付
近
に
居
を

構
え
、
芝
仙
堂
と
名
づ
け
て
蒙
刻
・
書
・
画
・
楽
焼
を
始
め
た
。

明
治
三
十
年
二
八
九
七
、
四
二
歳
）
六
月
頃
日
下
部
鳴
鶴
か
ら
呉

昌
碩
の
話
を
聞
く
。
ま
た
中
林
悟
竹
が
中
国
へ
遊
学
す
る
こ
と
を
聞
き
、

中
国
へ
渡
り
、
当
時
荒
廃
の
極
に
あ
っ
た
藤
州
寒
山
寺
の
住
職
と
な
る
。

中
国
に
約
四
ヶ
月
滞
在
の
後
、
寒
山
寺
の
再
建
並
に
夜
半
鐘
の
行
方
探

索
の
た
め
帰
国
す
る
。
彼
は
性
来
多
芸
多
能
で
多
方
面
に
わ
た
っ
て
活

躍
を
し
、
豊
富
な
逸
話
を
残
し
た
。
な
か
で
も
伊
藤
博
文
と
の
交
渉
は

有
名
で
あ
る
。
》
詩
・
書
ｈ
画
・
蒙
刻
・
陶
芸
す
べ
て
を
善
く
し
た
。
蒙

刻
は
小
曾
根
乾
堂
、
福
井
端
隠
等
に
学
ん
だ
と
さ
れ
、
芙
蓉
派
の
系
譜

に
連
な
る
。
刻
風
は
端
隠
の
師
小
俣
嬢
庵
に
最
も
近
い
。
「
獲
庵
印
譜
」

二
峡
二
冊
本
）
に
寒
山
刻
印
と
類
似
す
る
印
が
見
ら
れ
る
。

彼
は
、
河
井
筌
臓
や
初
世
中
村
蘭
臺
ら
と
丁
未
印
社
を
結
成
し
、
斯

界
の
発
展
に
寄
与
し
た
。
明
治
一
一
一
六
年
（
一
九
○
三
、
四
八
歳
）
新
潟

へ
百
余
日
に
わ
た
り
客
遊
す
る
。
木
村
竹
香
の
需
め
に
応
じ
、
羅
漢
鉦

大
陶
印
十
九
顎
を
刻
し
、
竹
香
発
願
の
「
羅
漢
印
譜
」
刊
行
に
協
力
す

る
こ
と
を
約
し
て
帰
る
。
木
村
竹
香
「
羅
漢
印
譜
」
（
「
瓦
礫
放
光
」
、
そ

の
後
「
金
石
結
縁
」
を
加
え
る
。
）
を
制
作
す
る
。
印
譜
に
「
羅
漢
印

譜
」
、
「
槍
浪
閣
印
譜
」
、
「
寒
山
印
譜
』
が
あ
る
。
彼
の
業
績
は
多
岐
に

亘
っ
て
い
る
が
、
蘇
州
寒
山
寺
に
新
梵
鐘
を
再
建
し
送
っ
た
の
は
夙
に

有
名
で
あ
る
。
ま
た
、
富
益
斎
の
「
印
章
備
正
」
を
校
訂
刊
行
し
た
。

詩
人
と
し
て
随
鴎
吟
社
同
人
と
の
応
酬
や
、
書
口
画
の
あ
る
楽
焼
と
い

う
特
色
で
始
め
た
陶
芸
も
有
名
で
、
陶
友
会
を
催
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

前
田
黙
鳳
・
中
村
不
折
ら
と
健
筆
会
を
催
し
、
一
時
文
人
書
画
の
華
や

か
な
時
代
を
つ
く
っ
た
。
詩
情
を
醸
し
た
感
興
豊
か
な
作
風
に
よ
る
蒙

刻
家
、
書
画
家
と
し
て
近
年
頓
に
そ
の
名
が
喧
伝
さ
れ
て
い
る
。
大
正

四
年
（
一
九
一
五
、
六
十
歳
）
三
月
一
一
日
、
千
葉
県
海
上
郡
野
尻
村
字

長
山
（
現
在
の
銚
子
市
長
山
町
）
の
地
に
お
い
て
、
曰
本
寒
山
寺
建
立
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山
田
家
に
蔵
す
る
「
明
治
・
大
正
期
山
田
寒
山
関
連
新
聞
資
料
」
は
、

三
十
年
前
に
、
複
写
さ
せ
て
頂
い
た
。
そ
の
後
数
度
拝
借
、
拝
見
さ
せ

て
頂
い
た
が
、
劣
化
や
落
丁
箇
所
も
あ
り
、
私
蔵
の
コ
ピ
１
資
料
が
最

も
原
型
を
留
め
て
い
る
か
と
思
わ
れ
る
の
で
、
そ
れ
を
基
に
見
出
し
一

覧
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、
畠
」
こ
に
形
態
を
概
観
し
て
お
き
た
い
。
た

だ
、
手
控
え
コ
ピ
ー
に
よ
る
も
の
で
、
判
読
不
明
箇
所
も
多
く
、
前
後

の
記
事
か
ら
推
定
し
た
見
出
し
、
年
月
日
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
今
後
の

課
題
と
し
補
正
し
て
い
き
た
い
。

同
資
料
の
採
録
対
象
紙
は
広
範
で
、
東
京
や
大
阪
の
主
要
紙
の
み
な

ら
ず
、
地
方
紙
や
外
地
紙
に
亘
っ
て
い
る
。
ま
た
、
同
一
内
容
記
事
を

複
数
採
録
し
て
い
る
。

同
資
料
は
、
全
て
で
五
冊
か
ら
な
る
。
ス
ク
ラ
ッ
プ
帳
は
、
二
段
も

し
く
は
三
段
組
み
の
予
め
枠
が
朱
色
で
印
刷
さ
れ
た
台
紙
に
、
新
聞
の

原
紙
の
切
抜
き
を
貼
付
し
た
も
の
で
あ
る
。
寒
山
名
の
記
事
部
分
に
朱

地
鎮
祭
を
惨
す
る
。
日
本
寒
山
寺
建
立
化
縁
墨
竹
十
万
講
募
縁
の
た
め
、

新
潟
各
地
へ
巡
遊
す
る
。

大
正
七
年
（
一
九
一
八
、
六
一
一
一
歳
）
十
一
一
月
二
六
日
、
下
谷
区
下
谷

町
に
て
没
す
る
。
享
年
六
二
歳
。
戒
名
は
自
得
院
寒
山
想
潤
居
士
と
い

う
。
紀
州
最
明
寺
に
埋
骨
、
ま
た
鎌
倉
円
覚
寺
に
分
骨
さ
れ
る
。

一
一
「
明
治
・
大
正
期
山
田
寒
山
関
連
新
聞
資
料
」
概
観

筆
者
は
旧
稿
に
お
い
て
「
明
治
・
大
正
期
山
田
寒
山
関
連
新
聞
資

料
」
に
関
し
、
紹
介
と
そ
の
価
値
を
論
じ
た
。
そ
の
際
、
同
新
聞
資
料

の
紹
介
の
中
で
、
寒
山
の
伝
記
や
印
学
を
研
究
す
る
上
で
貴
重
な
記
事

を
以
下
の
四
点
に
分
か
ち
、
１
「
伝
記
」
、
２
「
印
学
」
、
３
「
蒙
刻
作

品
」
、
４
「
詩
」
そ
の
主
た
る
記
事
の
見
出
し
を
紹
介
し
た
。
更
に
、
寒

山
の
業
績
を
数
点
に
わ
た
り
述
べ
た
。
そ
の
後
、
同
新
聞
を
改
め
て
精

査
し
え
た
の
で
纏
め
直
し
て
置
き
た
い
。

１
、
日
本
の
蒙
刻
史
に
お
け
る
一
大
勢
力
高
芙
蓉
派
を
継
承
し
発
展
さ

せ
た
。
継
承
は
漢
印
の
古
体
を
学
ん
で
い
る
こ
と
と
、
刀
を
筆
の

如
く
使
用
し
、
刻
線
が
書
線
に
極
め
て
近
い
こ
と
で
あ
る
。
発
展

線
が
施
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
各
段
に
新
聞
名
と
日
付
が
印
刷
も
し
く
は

手
書
き
さ
れ
て
い
る
。
手
書
き
は
、
墨
や
朱
書
き
に
よ
る
も
の
で
、
木

村
竹
香
と
寒
山
本
人
の
手
に
な
る
。

①
三
十
。
一
一
×
横
一
一
一
・
一
一
一
ｍ
、
二
○
○
頁

②
二
九
・
八
×
横
二
一
・
七
ｍ
、
一
一
○
○
頁

③
二
六
・
○
×
横
一
一
一
六
・
八
ｍ
、
七
四
頁

④
二
四
・
五
×
横
一
七
・
五
四
七
六
頁

⑤
二
八
・
五
×
横
一
八
・
五
ｍ
、
一
一
一
二
頁

四
「
明
治
・
大
正
期
山
田
寒
山
関
連
新
聞
資
料
」

か
ら
理
解
で
き
る
事
柄
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は
後
述
の
よ
う
に
多
種
の
文
字
や
刻
風
の
多
彩
さ
で
あ
る
。
芙
蓉

派
の
印
風
を
墨
守
す
る
だ
け
で
な
く
、
芙
蓉
派
の
中
で
最
も
個
性

を
発
揮
し
た
と
言
え
る
。

２
、
蒙
刻
の
字
形
は
方
形
で
簡
素
さ
を
主
と
し
て
い
る
。
線
は
芙
蓉
派

の
特
色
で
あ
る
、
線
の
中
央
部
分
に
膨
ら
み
を
持
た
せ
た
「
揺
ら

ぎ
」
が
あ
る
。
ま
た
、
終
筆
は
燕
尾
を
多
用
し
余
韻
を
響
か
せ
る
。

３
、
蒙
刻
の
鋳
造
印
、
陶
印
に
新
境
地
を
拓
い
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
素
材

を
自
在
に
用
い
た
。

４
、
蒙
刻
に
使
用
し
た
文
字
は
、
ロ
ー
マ
字
、
仮
名
、
梵
字
ま
た
肖
生

印
に
至
る
ま
で
幅
広
い
。

５
、
高
芙
蓉
の
墓
を
発
見
し
、
」
そ
の
顕
彰
を
し
た
。

６
、
玉
印
の
趣
の
あ
る
簡
素
で
日
本
的
な
刻
風
の
刻
印
を
制
作
し
た
。

和
印
の
最
た
る
も
の
と
い
え
る
。

７
、
富
益
斎
の
「
印
章
備
正
」
を
校
訂
刊
行
し
印
学
の
発
展
に
貢
献
し

た
。

８
、
丁
未
印
社
の
設
立
と
蒙
刻
の
啓

９
、
明
治
印
学
会
の
創
立
会
員
に
な
り
蒙
刻
の
啓
蒙
に
あ
た
っ
た
。

皿
、
山
田
正
平
・
乙
川
大
愚
・
北
條
卍
山
等
後
進
の
育
成
を
し
た
。

次
に
蒙
刻
以
外
の
業
績
を
述
べ
る
ｐ

入
詩
は
寒
山
詩
の
遺
響
と
も
云
う
べ
き
も
の
で
、
随
鴎
吟
社
同
人
と

応
酬
し
た
。
韻
に
固
守
せ
ず
自
由
な
形
式
の
も
の
で
あ
る
。

２
、
書
は
各
書
体
を
善
く
し
、
蒙
書
は
芙
蓉
の
衣
鉢
を
継
ぎ
、
行
草
書

は
蘇
東
波
に
似
た
文
墨
の
香
り
豊
か
で
清
澄
な
作
風
で
あ
る
。
寒

山
の
書
風
は
、
細
身
の
線
に
よ
る
軽
快
な
も
の
と
、
東
彼
を
思
わ

せ
る
肉
厚
の
重
厚
な
も
の
、
藁
や
竹
筆
に
よ
る
擦
り
付
け
た
筆
触

の
作
品
の
三
種
に
大
別
で
き
る
。
文
字
の
大
小
の
変
化
が
著
し
い
。

単
体
を
主
と
す
る
が
、
時
に
二
字
連
綿
を
加
え
変
化
を
与
え
て
い

る
。

３
，
画
は
墨
竹
を
最
も
得
意
と
し
、
清
朝
の
鄭
板
橋
に
比
肩
す
る
。

墨
の
濃
淡
の
妙
は
寒
山
な
ら
で
は
の
も
の
で
あ
る
。

４
、
陶
器
は
書
画
の
あ
る
楽
焼
き
で
知
ら
れ
、
陶
友
会
を
開
き
多
く
の

人
に
愛
さ
れ
た

５
、
蘇
州
寒
山
寺
の
新
梵
鐘
を
再
建
し
中
国
に
送
り
、
文
化
面
に
お
け

る
日
中
友
好
に
貢
献
し
ね
。

６
、
伊
藤
博
文
、
尾
崎
紅
葉
、
中
村
不
折
な
ど
、
多
数
の
文
人
と
交
流

し
当
時
の
文
化
サ
ロ
ン
の
中
心
的
人
物
で
あ
っ
た
。

７
、
書
籍
虫
除
峡
、
本
秩
形
巻
煙
草
入
れ
、
葉
書
入
れ
、
科
紙
入
れ
、

仙
菓
（
西
湖
の
蓮
の
実
の
砂
糖
漬
け
を
峡
型
の
箱
に
入
れ
雅
客
に

頒
つ
意
匠
の
考
案
）
等
、
さ
な
ざ
ま
な
発
明
を
し
そ
の
業
を
始
め

た
。

８
、
前
田
黙
鳳
、
中
村
不
折
等
と
健
筆
会
を
催
し
、
文
人
書
画
の
時
代

を
創
出
し
た
。
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人
と
し
て
推
奨
し
た
い
。

本
稿
で
は
、
明
治
・
大
正
期
の
山
田
寒
山
に
関
す
る
新
聞
記
事
が
貼

付
さ
れ
た
切
抜
き
帳
の
見
出
し
・
副
見
出
し
一
覧
を
作
成
し
た
。
ま
た

旧
稿
以
来
の
新
知
見
を
加
え
、
新
聞
資
料
と
寒
山
の
業
績
に
関
し
若
干

の
検
討
を
加
え
た
。
こ
れ
に
よ
り
本
資
料
の
全
体
像
を
知
る
と
と
も
に

そ
の
活
用
が
便
利
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
今
後
、
同
資
料
を
影
印
刊

行
し
研
究
者
の
使
用
の
利
便
に
供
し
た
く
思
う
。

．
更
に
資
料
に
掲
載
き
れ
た
寒
山
の
記
事
を
精
査
し
直
し
、
彼
の
功
績

の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
同
資
料
の
価
値
を
改
め
て
指
摘

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
高
芙
蓉
か
ら
寒
山
へ
の
印
学
の
継
承
と
そ
の
発
展
、

そ
し
て
寒
山
が
そ
の
系
譜
に
列
な
る
こ
と
が
実
証
で
き
た
。
更
に
新
聞

資
料
か
ら
彼
の
芸
術
が
い
か
に
多
彩
で
、
そ
の
交
友
の
範
囲
が
広
か
っ

た
か
が
理
解
で
き
た
。

寒
山
は
こ
の
時
期
を
代
表
す
る
印
人
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
留
ま
ら
ず
、

彼
の
生
涯
と
交
友
を
探
る
こ
と
は
明
治
・
大
正
の
歴
史
・
文
化
・
芸
術

の
一
断
面
を
語
る
こ
と
に
な
る
。
幸
い
な
こ
と
に
、
寒
山
の
書
画
、
蒙

刻
の
作
品
は
現
在
か
な
り
多
く
伝
存
し
て
い
る
。
瓢
逸
の
風
流
人
寒
山

の
芸
術
は
、
蒙
刻
が
第
一
、
書
が
第
二
、
画
が
第
一
一
一
、
詩
が
第
四
そ
し

て
な
に
よ
り
も
人
物
が
す
こ
ぶ
る
面
白
い
。
彼
を
日
本
の
崎
人
伝
中
の

五
結
語

〔
註
〕

⑩
拙
著
『
蒙
刻
学
」
（
杉
村
邦
彦
編
『
中
国
書
法
史
を
学
ぶ
人
の
た
め
Ｅ
、

世
界
思
想
社
、
二
○
○
二
年
九
月
）

②
山
田
寒
山
研
究
は
、
小
木
太
法
先
生
、
柴
田
光
彦
先
生
、
柿
木
原
紫
鈴

先
生
、
岡
村
鉄
琴
先
生
、
石
橋
義
雄
先
生
等
が
玉
稿
を
発
表
な
さ
っ
て
い

る
ｂ
本
稿
に
お
い
て
も
多
く
の
学
恩
を
豪
っ
た
。

③
新
聞
資
料
は
昭
和
五
五
年
当
時
、
山
田
正
平
令
夫
人
喜
美
子
様
、
梅
枝

様
か
ら
紹
介
さ
れ
、
複
写
の
許
可
並
び
に
研
究
発
表
の
お
許
し
を
頂
い
て

い
た
。
平
成
十
五
年
度
全
国
大
学
書
道
学
会
徳
島
大
会
で
の
拙
稿
発
表
に

引
き
続
き
、
本
稿
執
筆
で
そ
の
責
の
い
く
ら
か
を
果
た
し
え
た
か
と
思
う
。

③
柴
田
光
彦
「
山
田
寒
山
と
寒
山
寺
鐘
を
め
ぐ
っ
て
」
含
書
道
研
究
』
五

四
号
、
萱
原
書
房
、
一
九
九
三
年
八
月
）

（
じ
ん
の
・
ゆ
う
じ
熊
本
大
学
教
育
学
部
助
教
授
）

本
稿
を
執
筆
す
る
に
当
り
、
山
田
潤
平
氏
、
梅
枝
氏
、
正
氏
ま
た
東

京
学
芸
大
学
名
誉
教
授
の
小
木
太
法
先
生
に
は
資
料
の
閲
覧
、
ま
た
懇

切
な
ご
教
示
を
得
た
。
こ
こ
に
記
し
て
心
か
ら
謝
意
を
表
し
た
い
。
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■

…
Ⅷ

山田悪山翁令壇皿元女史（当時十四嵐）の
雄

｜｜｜■■’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’一｜｜’
古今一の印学署中井6k所劇のnJ酋田昏図老人の園
囲

中井敬所翁の徳画社長に宛たる密耐の一
陣

'１､麓山人の俳句印I螺山氏力『翻して山人'二ｍ１１５６
の

栗娩の名人上京す代々水戸寵に個任厚８
人

３

良寛禅師法会 国民新聞 ２．２０

元旦の堅

鮫刻の名匠逝く

古今一の印掌著中井6k所欝の印盤､魯遼老人の殿
厨

中井
節

敬所翁の樋19『社長に宛たる轡IiIの－

伊露公の決別公時今｣凰伊顔文吉麟

樹浪圃印臘

潤璽jK3i2生逝く

野ロ寧斎氏逝く

鉄卸ﾋﾞ閑爵山田寒山

､櫛ﾋﾞ閑匿(山田躯山氏険麟）

銭嬢閑賭《四》《山田率山師麟階》

鉄｡膳閑賭《五)《山田蘂山師麟賭）

小梨の麗五11t蔵六氏紀念合作

閑鬮休題

溺画爪翁(二）

掴画爪翁(三）

泌画爪翁(四）

鮫刻麟(演村蔵六氏駒

演村蔵六氏鑛刻麟(二）

演村蔵六氏族刻険(三）

涜村慶大氏殿鋼麟(四）

檀村蔵六氏銭刻麟(五）

涜村蔵六氏籔刻麟(六）

籏村麗六氏殿刻麟(七）

閑匿休題 Ｍ4４．８．１８

孝子ｉｔ家の門より出づ

孝子BL雄の慶鯵式

孝子に寄贈金

天下一品の交換手

向山中将の蕊去

松島l騒上の勇士

槐南博士逝く

天下に及ぶ者糠し江木冷灰博士の険．

林田翰長の愛嬢に奥へたる嫁の心得．

娘問題の麓醗田所普通学麓局長険

三千年前の人形興味ある比較研究

古今印鍍金４心刻

小野i鬮山翁逝く Ｍ43.4.13

漢時人の大関三島中洲博士の険

－刀刻の鉄鉱名家麗刈鰹他氏の滞在

楽焼の名人上京す代々水戸家に個任厚曾
人

国民文学支那の土偶中村不折氏麟 国民文学 Ｍ4３．８．４



塵

山田寒山氏来らむ 新発田新聞 Ｔ４．１２．１８

築山翁の加茂溌杖 新潟新聞 Ｔ４ 1２ ７

拝臭覚禅師醤寒山山田洞 Ｔ４ 1０ 1５

率１１Ⅱ11田澗漠時 北２２新聞 Ｔ５ １ ８

露岳梨岡騨永受翻；l木村正平梅花経一圏 国民新聞 Ｔ５ １ １

明治三十年の春… 北越新聞 Ｔ５ １ ８

察山欝頒布 大阪新報 Ｔ４ 1２ 3１

小須jEr琴6k会 新潟毎日新聞 Ｔ５ １ 1３

小須戸春秋会 北越新報 Ｔ５．１ 1２

山椒鰯飽念事案 北越新報 Ｔ５．１０ ⑫

小須戸春秋会股図 新潟新聞 Ｔ５．１ 週

園l竹十寓鱒会風募集 伊予日日新聞 Ｔ５．１ ７

;Iﾋﾋ､巡錫の寒山氏 中外 Ｔ５．２．１

古み、山田率山和尚の… 毎夕新聞 Ｔ５

てぴ曾 新潟毎日新聞 Ｔ5.10.12

特別広告 新潟毎日新聞． Ｔ５．１０．１２

加茂に於ろ寒山翁 北越新聞 Ｔ５

山田蕊山師の消息 新潟新聞 Ｔ５．２

宿満々IWP瞳鉄琴居士繁山山田洞 北越新報 Ｔ５ ２．１８

寒山氏鱒鯖会 北越新報 Ｔ５ ２ 2４

森l圏万象 北越新聞 Ｔ５ ２ ８

漫爾録 胡岡日報 Ｔ５ １ 1３

漠時寒山山田澗次孝純陳ＩＭＩ却寄 翻岡日報 Ｔ５ １．１５

漠時寒山山田溺 北f蝿r報 Ｔ５ ３．４

潔鱒寒山山田洞 北自g新報 Ｔ５ ３．５

漠時寒山山田圏 北f醜f報 Ｔ５ ３ ７

山風の霧fi6と相換風 北kB新報 Ｔ５ ３ ８

毎日圏壇 新潟毎日新聞 Ｔ５ ２ 2８

漢勝率山山田閥 北越新報 Ｔ５ ３ 1５

寒山翁三像へ赴く ;l上越新報 Ｔ５ ３

窯山和尚来遊 三像時報 Ｔ５ ３．１７

欝壇 新潟新聞 Ｔ５ ３．鰹

漠時赫々軒主人批 北越新報 Ｔ５．３．２６

率山寺障り

有値学舎創立二十年祝典EiRm9

寒山翁と滑川櫓如 Ｔ５．４．１１

寒山翁歓迎会 Ｔ５ ４．１３

風聞ろく Ｔ５ ４．１３

漢勝率山山田洞 Ｔ５ ４．１２

地蔵堂の寒山翁 Ｔ５ 春

独立の報ある蘇州 報知新聞 Ｔ５．森

彩霞十里の仙郷 北fB新報 Ｔ５．春

宙益斎と寒山 北越新聞 Ｔ５．５．１９

碑の噂 頗貰新聞

健雄会場の千枚轡 毎夕新聞. Ｔ５．５．１３

吉田の率山国竹会 北越新聞 Ｔ５ ５．１９

片貝の寒山会 北越新報 Ｔ５ ５ 1６

寒山囲竹面会 北越新報 Ｔ５ ６ ９

いろいろ吉田の寒山圏竹面会 新i劇新聞 Ｔ５ ６

’
７
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新年陶友会 樹士新聞 Ｍ3４ １ ”

新年陶友会泌1,集会 日出国新聞 Ｍ3４ １ 2７

新年陶友会 毎日新聞 Ｍ3４ １ 2７

陶友会小築 国民新聞 B掴４ １ 2７

陶友小築 東京朝日新聞 Ｍ3４ １ 2７

新竪陶友会 東京日日新聞 Ｍ鋼 １．２９

窪山寺 日本 Ｍ3４ １

察山寺の移娠 〕紅京朝日新聞 Ｍ3４．１．２８

鰹山寺 毎夕新聞 Ｍ3３

寒山和尚小梅に樋ろ； 実業新聞 Ｍ3４

察山寺の移娠 :頗費新聞、 Ｍ3４．２．１

向島の寒山寺 民聾 Ｍ3４ ２ １

率山寺の移賑 国民新聞 Ｍ3４ ２ ２

向島の寒山寺 都新聞 Ｍ3４ ２ ３

墨田堤外寒山寺 東京日日新聞 Ｍ3３ ２ ３

錐の雫 東京朝日新聞 Ｍ3４ ２．１７

横街花邸 国民新聞 Ｍ3４．２

山田鰹山和尚 償鰻毎日新聞 Ｍ3４

百花園に梅を見る 槙新聞 Ｍ3４

東上日麗抄 信濃毎日新聞 Ｍ34.3.Ⅳ

百花園に梅を見る＿ 宇都宮下野日々新INI Ｍ3４ ３．１９

東上日毘抄 侭漉毎日新聞 Ｍ3４ ３．１９

集会，一 日本 Ｍ3４ ３．２４

東上日配抄 侭i:胸ﾋﾞﾛ新聞 Ｍ3４ ３

率山寺の春期陶友会 中央ｶﾞﾘﾃ岡 Ｍ3４ ４．４

春jiI陶友会 東京朝日新聞 Ｍ3４ ４ ５

例の山田寒山氏春期陶友会 富士新聞 Ｍ3４ ４ ５

陶友会 国民新聞 Ｍ3４ ４ ５

陶友会 毎夕新聞 Ｍ3４ ４．５

よるづ見聞録春期陶友会 寓朝報 Ｍ3４ ４

春期陶友会 社会新報 Ｍ3４ ４．５

春期陶友会 東京日日新聞 Ｍ3４ ４ ６

春季陶友会 人民 Ｍ3４ ４ ７

三函画畔の陶友会 鬮賓新ＩＨＩ Ｍ3４ ４ ８

陶友会の楽焼 日出図新聞 Ｍ3４ ４ ８

春季陶友会 都新聞 Ｍ3４ ４

春期陶友会 日本 Ｍ魂 ４．９

新壁 〕紅〕;[日日新聞 Ｍ3４ ４．９

三園鬮畔の陶友会 願賢新IHI Ｍ3４ ４

率山楽焼の釘彫 東京朝日新聞 Ｍ勢 ４．浬

永井禾原時 東京W１日新聞 Ｍ3４ ４ 2２

風の向島 R風]if新聞 Ｍ3４ ４ 1３

窯山寺の移転 (東京朝日新聞） Ｍ3４ １ 2８

陶友会 (国民新聞） Ｍ3４ ４ ５

寄題率山寺依寧斎君韻 太平洋一 Ｍ3４ ６ 型

山田寒山の行脚 東京朝日新１ｍ Ｍ3４ ９ ８

山田寒山翁 ■ 信濃毎日新聞 Ｍ鰹 ９ 1２

碧l図録 侭漫毎日新聞 Ｍ3４ ９ 1３

山田寒山翁の来高 高田新聞 Ｍ3４ ９ 1５

日本脊年会再び大会について 日本 Ｍ雛 ９ 1４

山田寒山翁 侭濃毎日新１１１１ Ｍ3４ ９ 1４

山田寒山翁 檀i田新聞 Ｍ3４ ９ 1９

山田寒山翁 高田新聞 R掴4．９．１７

山田築山翁 新潟日報 Ｍ3４．９．１８

陶窺家山田寒山 新潟東北日報 Ｍ3４ ９ 1８

鎌倉の左佛庵 東北一 Ｍ3４ ９ ”

山田寒山 伊

ケ

東北 Ｍ3４ ９ 型

鉄倒E家山田寒山氏来港 新潟日報 Ｍ3４ ９ 2４

新潟通循 山梨民報 B凪４ ９ 2６

名にしおふ… 東北． Ｍ3４ ９ 2８

山田寒山翁 償i農lmE日新聞 Ｍ3４ ９．２９

鉄fii家山田寒山氏来港 新潟日報 Ｍ3４ ９

文苑． 個漫毎日新聞 Ｍ3４ 10.12

山田寒山翁 侭渡毎日新聞 Ｍ3４ 10.12

山田寒山翁の帰京 中央新聞 Ｍ3４ 10.

澱会 個鰻日報 Ｍ3４ 10,22

陶友会 都新聞 Ｍ3４ 1１

秋季陶友会 iii賓新ＩＨＩ Ｍ3４ 11.14

陶遊会 頗闘新聞
､■

Ｍ34.10

今日の楽事… 日本 Ｍ3４

よるづ見聞録陶友会 蘭朗報 Ｍ34.11

秋季陶友会 毎夕新聞 】0134 1１

秋季陶友会 中央新聞 Ｍ3４ 11.15

山田寒山の秋季陶友会 日本 Ｍ3４ 11.16

英術雑賭 報知新聞 Ｍ3４ 11.16

をちこち 二六新報 Ｍ3４ 11.17

秋季陶友会 噸Y蝿fml Ｍ3４ 11.14

秋期陶友会 爽粟新聞 Ｍ3４ 1１ 1９

秋季陶友会 Ｍ3４ 1１ 1５

秋期陶友会 爽粟新聞 Ｍ3４ 1１ 1９

向島の陶友会 東京朝日新聞 Ｍ34.11.14

文苑 侭iii毎日新聞 Ｍ謎

癖山鉄鉱 高田新聞 Ｍ3５．２．７

４月８日腱生会香廠ｉ

愛岩山の陶友会 中央新聞． Ｍ3５．２．１５

陶器学舎 毎日新聞 Ｍ3５ ４ ５

静湖居士大練忌香鯖 東北 Ｍ3５ ４ 1０

鋒日揮海山田築山(－） 毎日新聞 Ｍ3５ ３ ２

毎日鬮海山田寒山(二） 毎日新聞 Ｍ3５ ３ ３

毎日脚海山田寒山(三） 毎日新聞 Ｍ3５ ３ ４

毎日脚海山田寒山(四） 毎日新聞 Ｍ3５ ３ ５

夫婦持 宇都宮下野日々新聞 Ｍ3５．３．１５

よみうり抄 鬮資新聞 Ｍ3５

陶友会， Ni朗報 Ｍ3５．４．３

陶友会 時事新報 Ｍ3５

をちこち 二六新報 Ｍ3５．４．３

癖山寺の春期陶友会 東京日日新聞 Ｍ3５ ４

”
３

察山寺の陶友会 東京朝日新聞 Ｍ3５ ４ ３

癖山寺の春期陶友会 中央新聞 Ｍ3５ ４ ３

日本聯合医学会 時郵Fi9f報 Ｍ3５ ４ ５

三園の陶友会 実業新IMI Ｍ3５ ４ ６

中外ｲﾘ$楽部花の命 中外商粟新報 Ｍ3５ ４ ３

日本聯合医学会 中外商業新報 Ｍ3５．４．５

陶器学会の春季大会 中央新聞 Ｍ3５

花の波 毎日新聞 Ｍ35.4.8

陶器の染付(_） 国民新聞 Ｍ3５．５．９

陶器の染付(二） 国民新聞 Ｍ3５．５．１０

杏林餘影 日本医轍1選l報． Ｍ3５．１．１

昏香圃茗梨聯句 京華日報

香遊の賭(三二)番木の事 臘資新EＩＩ Ｍ３5．６．２７

香遜の賭(三四)番木の事 頗圃新聞 Ｍ3５．７．１３

香遭の賭(三五)香木の事 畷賢新聞 Ｍ35.7.16
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凡例１、劣化などで不鮮明な見出しや日付は、可能な限り前後の記事から判読した。

１，見出しは、内容により加筆修正した項目がある。

１，表記は、新字体と旧字体を併用した。

，配列は原則として年月日順としたがスクラップブック資料掲載に拠った項Ｉ
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陶圏商報(中央新田）
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欝国 新日本 Ｍ3３．７．１７

時国

鰹山寺の碧巌提唱 通佛 Ｍ3３．７．１８

聯珠冠句抄 新日本 Ｍ33.7.18

俳句 時qIl新報 Ｍ3３．７．１９

俳句 時呼JH;f報 Ｍ３３．７．露

克檎茶匿会 日本

蝶山子の鑓ではない陶製

時国 新日本

聯珠冠句抄 新日本 Ｍ3３．８．１

聯珠冠句抄 新日本 Ｍ3３．８．３

陶製大滑板 鬮賓新EＩＩ １８廻・８．５

皆香圃茗築聯句 国民新聞 Ｍ3３．８．７

I縄ﾄﾞ団茗集聯句 京華日報 Ｍ3３

鉄卸E陶印風火仙鹿寒山寺の関根.

俳句 E銅;新報 Ｍ33.8.10

よみうり抄樹浜の陶友会 頗圃新聞 H囮3.8.10~1１

慶子八月十一日長蛇卒印会席上聯句 人民 Ｍ3３．８．１１

麺醐俳句披露(1) 二六新ＩＨＩ Ｍ3３ ８ 1７

井上伯の陶器改良険 平等新報 Ｍ3３ ９ ５

B#霞亭聯句 人民 Ｍ3３ ９ 1５

一半兇会 蘭朝報 Ｍ33.9.15

大橋乙羽氏の園遊会 中央新聞 Ｍ3３

かなめ屋の祝宴 中央新聞 Ｍ33.10.別

名士小児に似たり 鬮薗新聞 Ｍ33.10

恩賞俳句当選披露 Ｍ3３

よみうり抄 頗賓新聞 Ｍ33.10.31

秋季陶友会 中央新聞 Ｍ3３ 1０ 3１

秋季陶友会 都新聞 Ｍ3３ 1０ 3１

そのをり､、秋季陶友 新報 Ｍ3３ 1０ 3１

秋季陶友会 報知新聞 Ｍ3３ 1０ 3１

鰹山寺の席上焼 東京期ロ新鬮 Ｍ3３ 1０ 3１

鰹山寺の秋季陶友会 東京日日新聞 1個３ 1０ 3１

陶友会 人民 Ｍ3３ 1０ 3１

陶友会 京蕊日報 Ｍ3３ 1０ 3ユ

秋季陶友会 時事新報 Ｍ3３ 1０ 3１

癖山寺の秋季陶友会 東京日日新聞 Ｍ33.10.31

秋季陶友会 日本 Ｍ3３

千草の花陶友会 毎日新聞 Ｍ3３

癖山寺の陶友会 爽粟新聞 Ｍ33.11.1

秋季陶友会 千代田日報 Ｍ33.11.1

白河の寒山化I霞 中央新聞 Ｍ3３．．１７

井上伯の陶鶴改良鱗 陶鶴商報(中央新聞）

よみうり抄(率山奥錫） IMM斑新聞一 Ｍ33.12.9

率山寺文墨会 福島新聞 Ｍ33.12.9

よみうI)抄白河に於ける率山寺□化 頗圃新聞 Ｍ3３

白河の寒山寺文圏会 #[京朝日新聞 Ｍ33.12.25

山田寒山氏招待会 Ｍ3３

山田率山師茶階会 Ｍ3３

山田率111氏帰京 福島新聞 Ｍ33.⑫．”

慶子膝夕祭時愈祭隣席上聯句 国民新聞 O⑬9．１．５
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